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ひとみの里公園 新遊具「鉄棒」を整備ひとみの里公園 新遊具「鉄棒」を整備

3月4日、ひとみの里公園（里地区）に、新遊具が設置されまし

た。この遊具は、むつ市の有限会社グルッペ様（今 武 代表取締役

社長）から、当公園への遊具設置費用として、50万円の寄附をい

ただき、整備されたものです。寄附のご厚意に改めて感謝申し上げ

ます。

里地区をはじめ、村内の子どもたちは、新しい遊具で、沢山遊ん

でくださいね！ 新たに整備された鉄棒
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一般社団法人「ひがしどおり共生パートナーズ」設立へ一般社団法人「ひがしどおり共生パートナーズ」設立へ

次世代を担う子どもたちへ図書寄贈次世代を担う子どもたちへ図書寄贈

（株）青森みちのく銀行 東通村へ寄附（株）青森みちのく銀行 東通村へ寄附

3月4日、村と東北電力㈱は、東北電力㈱東通原子力発電所との

地域共生に寄与することを目的として「一般社団法人ひがしどおり

共生パートナーズ」を共同で設立することに合意いたしました。（令

和7年4月設立予定）

村と東北電力は、この法人を通じて、経済産業省資源エネルギー

庁が設置する「青森県・立地地域等と原子力施設共生の将来像に関

する共創会議」における議論等も踏まえながら、防災対策をはじめ

とする村が抱える地域課題の解決に取組み、原子力発電所と地域と

の共生を深めてまいります。

3月7日、東北電力㈱東通原子力発電所（小笠原 和徳所長）から、

東通小・中学校を対象に図書が寄贈されました。

同社はこれまで、3月25日の「電気記念日」や、１0月26日

の「原子力の日」にちなみ、図書や実験器具などの副教材を多数寄

贈しています。53回目となった今回は、図書計１80点を寄贈い

ただきました。

今回の図書を含め、これまで寄贈いただきました図書・教育副教

材は、当村の次世代を担う子どもたちが幅広い分野への興味・関心

を高め、健全な心身を育むために活用させていただきます。

3月5日、（株）ザックスＲ＆Ｄ代表取締役 北田 浩様、（株）青

森みちのく銀行 取締役専務執行役員青森地区営業本部長 田村 強

様から、教育分野への活用を目的として、寄附金40万円をいただ

きました。

この寄附は、（株）青森みちのく銀行が、（株）ザックスＲ＆Ｄが

発行したあおぎんＳＤＧｓ私募債「未来の創造」の手数料の一部を

拠出し、地域の学校や児童福祉施設、自治体等へ金品、物品等の寄

贈を通じてＳＤＧｓに貢献するものです。

寄附に感謝申し上げるとともに、東通小・中学校の児童生徒の教

材備品購入に活用させていただきます。


